
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
（
住
民
税
・
固
定

資
産
税
等
）
が
、
９
．
７
％
の
増
額 

地
方
特

例
交
付
金
・
県
支
出
金
が
減
に
な
っ
た
も
の

の
、
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
が
若
干
の

増
と
な
り
、
一
般
会
計
昨
年
比
１
．
５
％
増

と
な
り
ま
し
た
。 

予
算
決
算
委
員
会
で
は
会
派
を
代
表
し
て

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
税
の
増
額
、

特
に
固
定
資
産
税
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
原

因
を
質
問
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
が
コ
ロ
ナ

禍
で
減
収
と
な
り
、
固
定
資
産
税
の
落
ち
込

み
を
見
込
ん
だ
が
、
固
定
資
産
税
免
除
の
申

請
が
少
な
く
、
見
込
み
を
下
回
り
結
果
税
収

の
増
と
な
っ
た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 ３

月
補
正
予
算 

・
非
課
税
世
帯
へ
の
特
別
給
付
金 

 
 
 
 
 
 

一
世
帯 

一
〇
万
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
億
一
二
〇
〇
万
円 

・
保
育
士
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
処

遇
改
善 

 
 
 
 
 

一
六
三
六
万
円 

＊
国
に
よ
る
看
護
師
・
保
育
士
等
の
３
％
程

度
の
賃
金
改
善 

市
の
委
託
施
設
職
員
へ 

・
コ

ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

接

種

事

業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
九
八
五
万
円 

・
市
道
除
雪
事
業 

 
 

九
〇
〇
〇
万
円 

    

                                      

              

                        

「いのち」と「くらし」にアシスト      (会派 未来議会だより) 

新田真一議会だより

     
        

 三次市十日市東 3－6－38 

℡ 0824－62－4171（同 FAX） 

Emil  info@nitta-shinichi.com 

令和 4 年度一般会計当初予算 375 億 8000 万円 

重 点 事 業  
災害に強いまちづくり 36億 6429万円 災害復旧 流域治水事業（願万地内水対策） 公共下水道施設整備  

                        

ICTの活用で暮らしを豊かに    1億 4931万円 DXの推進 ICT教育推進 スマート農業  

マイナンバーカード普及促進  高齢者向けスマホ教室  WEB申請電子決済機能構築 

 

三次の元気づくり   2億 7076万円 子ども医療費助成  ２４時間 365日小児救急医療 

ネウボラみよし事業  女性活躍プラットホーム事業 

移住者支援  縁つなぐ出会い創生支援事業 

 

まちづくり  １4億 7640万円  学校給食調理場本体工事他 

          1億 4669万円 三次小学校改築 東光保育所整備事業 

 

スポーツ・文化の振興     9072万円 奥田小由女文化勲章記念事業  

プロ野球公式戦負担金 

地域資源を生かした産業づくり  ２億８８００万円 観光戦略推進事業 担い手育成  

環境保全型農業推進 薬用作物栽培促進事業 

 

暮らしの安心       ７億９９８６万円 生活交通確保事業  

JR芸備線福塩線利用促進事業 

                              脱炭素普及啓発事業  

 

＊２０２２年度予算については、４月市広報に記載されます。そちらもご覧ください 

三次小 

芸備線 



現
在
、
三
次
市
議
会
の
議
員
定
数
は

二
四
名
で
す
。 

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
昨
年
よ
り
議

員
の
定
数
に
つ
い
て
委
員
会
で
論
議
し
て

き
ま
し
た
が
、
結
論
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
、
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
状

維
持
、
二
二
名
、
二
〇
名
の
論
議
の
内
容

を
報
告
す
る
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
議
員

発
議
に
よ
り
、
二
減
の
二
二
名
、
四
減
の

二
〇
名
と
す
る
二
つ
の
条
例
改
正
案
が
本

議
会
に
提
起
さ
れ
、
討
論
・
採
決
の
結
果 

二
減
の
二
二
名
と
す
る
条
例
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。
次
回
の
市
議
会
選
挙
か
ら
、
定

数
二
二
名
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。 

減
ず
る
主
な
理
由
は
、
「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
定
数
減
が
多
か
っ
た
」
「
類
似
の
自
治

体
の
定
数
は
二
四
よ
り
少
な
い
」
で
す
が
、

わ
た
し
は
、
幅
広
い
市
民
の
声
を
聞
く
た

め
に
は
、
議
員
定
数
は
現
状
維
持
で
良
い
、

定
数
二
四
名
の
類
似
の
自
治
体
は
確
か
に

少
な
い
が
、
横
並
び
で
決
め
る
必
要
は
な

い
。
議
員
定
数
二
四
と
し
て
い
る
自
治
体

は
特
色
あ
る
取
組
み
を
し
て
い
る
と
、
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
定
数
は
減
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
聞
く

努
力
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

      

三
次
市
議
会
は 

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決

議
」満
場
一
致
で
採
択 

 

三
月
二
日 

表
題
の
決
議
を
行
い
ま
し
た
。 

議
員
有
志
一
一
名
で
三
月
一
六
日
市
内
の
二
つ
の
商
業
施
設
前
に
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
避
難
民
の
た
め
の
資
金
援
助
を
求
め
て
、
街
頭
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
た
く
さ 

ん
の
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
わ
た
し
は
教
職
員O

B

の
皆 

様
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
街
宣
と
支 

援
カ
ン
パ
活
動
を
二
日
間
行
い
ま
し
た
。 

市
民
団
体
主
催
の
戦
争
反
対
・
ウ
ク
ラ
イ 

ナ
支
援
の
平
和
行
進
に
も
参
加
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

支
援
金
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官 

事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
へ
送
金
し
ま
し
た
。 

コロナ感染症対策 ４月補正予算６億５８１４万円 

新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金 
★ マイナンバーカード普及促進事業  普及促進に向けた、申請受付窓口の拡充および特典の付与   １億２５００万円 

★ 水田生産継続支援事業  耕作意欲を維持し、次期作の生産に向けた農業経営を支援・・・・・・・・・・・・・・・９７６６万円 

★ プレミア付商品券（三次藩札）発行事業補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5500万円 

消費拡大促進による事業者支援および地域経済の活性化を図るために、プレミア付き消費券を発行 

★ シティープロモーション事業 本市の魅力を発信し「ウィズコロナ」下における地域活性化を推進・・・・・・・ ２０００万円 

★ クラウドファンディング活用支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１000万円 

         産業振興による地域活性化はかる。個人・中小企業のクラウドファンディングを支援 

★ 中小企業者金融支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９０２万円 

        県融資制度の運転資金借り入れの二年目の支払利子相当額を補給する 

他 14事業 

＊国のコロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金が決まったのが昨年 12 月、自治体への周知は年が明けてからと

なり、新年度の予算編成に間に合わず補正予算となりました。 

 経済活動を支えていくことが今後も必要であります。 

島
根
原
発
再
稼
働
反
対
の
陳
情
書 

不
採
択 

  

住
民
団
体
「
さ
よ
な
ら
原
発
三
次
の
会
」
よ
り
、
再
稼
働
に
反
対
す
る
陳
情

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
派
か
ら
は
、
二
名
が
、
「
安
定
し
た
電
力
供
給
」
「脱
炭

素
の
解
決
」「国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
支
持
」
等
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

賛
成
は
三
名
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
「
三
次
市
は
原
発
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ

内
地
震
な
ど
事
故
の
可
能
性
も
あ
る
」
「
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
は
解
決
し
て
い

な
い
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

わ
た
し
は
、
「
原
発
の
廃
炉
は
完
結
し
て
い
な
い
」 

「
国
の
原
発
補
助
金
を
三

五
〇
〇
億
円
も
使
っ
て
進
め
る
施
策
こ
そ
問
題
」
と
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た

が
、
賛
成
四 

少
数
否
決
と
な
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

議
員
定
数 

二
四
名
か
ら
二
二
名
へ 


